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3 点 CBA ,, を通る平面を、 とする。 
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ACAB より 
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ACAB  

平面 と垂直なベクトルの 1つは、
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k とおけるから、平面 の方程式は 

 0)1(1)1(1  zx  2 zx  

 

点 E の座標を ),,( rqp とすると、DE は k の定数倍であり、
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と表せるから 

krp  71 より 6 pr  03q より 3q  

点 E の座標は )6,3,( pp と表せる。このとき、DEの中点 
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1 pp
は、平面 上の点であるから 
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点 E の座標は )1,3,5(  ……(答) 


